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1、はじめに

現代の日本は子育ての難しい環境にあるといわれている。しかしながら、ベビーカー(バギー)やベビー

ゲート、様々な種類のだっこ紐など、育児を補助する用品の発達も多岐に見られ、育児の身体的負担が軽減

していることも考えられる。犬飼(1998)によると、母親が子どもを運搬する際一番頻度の高いものはベビー

カーで、二番目に高い運搬方法である抱っこはエネルギー代謝率によると比較的負担の高い作業であること

がわかっている。しかしこの方法の頻度は、同者の研究内のアンケートによると、子どもの好みにも左右され

ていることも考えられる。実際、町で乳幼児を連れた養育者を見ると、多くがベビーカーやだっこ紐・おんぶ

紐を使用している姿が目に入る。それと同時に、そういった育児補助器具は持っているが使用していない、

使用しようとしているが子どもが嫌がって使用できずにいる養育者の姿も見受けられる。そこで、これらの育

児補助器具の使用は、乳児の気質によって形式が異なってくるのではないだろうかと考えた。これらのことか

ら、乳幼児の気質と母親の育児ストレスの関連について、特に抱っこやおんぶの観点から明らかにすることと

した。乳幼児が身体接触を好む傾向や嫌う傾向を「触覚防衛尺度」で測定した。また、子育て補助器具使用

の形式と母親の育児ストレスの関連については、母親が乳児を連れて外出する際に、乳児の気質的特徴に

よって子育て補助器具の好みや移動手段、また子育て補助器具のなかでも特に多く使用されていると思わ

れるベビーカーの進行方向の好みにもある程度違いが見られるのではないだろうかと仮説を立てた。

2、方法

2－1、対象者

今回の研究対象者は、三歳以下の乳幼児とその養育者 183 名を対象として調査を行った。対象者の抽出

方法は、研究対象者が通っている子育て支援施設の施設長に依頼し、調査協力書と調査票を用いて説明し、

施設長に研究協力の了承が得られた施設において調査を行った。

2－2 調査票

三歳以下の乳幼児とその子どもを養育する母親を対象に、乳幼児の気質と母親の育児ストレスの関連及

び、子育て補助器具の使用頻度との関連性を明らかにするために質問紙調査を行った。

調査者に関する基本的情報として、①子どもの年齢、②兄弟の有無や家族構成など、③日常場面（家事

中や移動中）での子育て補助器具使用状況、④子どもを抱っこすることによって痛みを感じるか、⑤子どもが

だっこを好むか否か(母親の主観によるもの)、⑥子どもがだっこを嫌うか否か(母親の主観によるもの)、⑦母

親の主観による子どもの移動手段の好み、⑧子育て補助器具を使用したい時に使用できているか、をたず

ねた。

子どもの気質については、中川・鋤柄が作成した乳児の行動のチェックリスト IBQ-Rより、「制限された時の

負の情動の表出」「恐れ」「強い刺激を好む」「接触を好む」「知覚的敏感さ」の 5つを使用した。

触覚防衛反応については、太田らによる感覚調整障害に関連する行動を評価する行動質問紙「感覚発達

チェックリスト改訂版(Japanese Sensory Inventory-Revised : JSI-R)」のうち「触覚」の項目を使用することとし

た。

育児ストレスについては、日本版 PSI－SF(Parenting Stress Index ショートフォーム)を使用した。

3、結果と考察

3－1、母親の育児ストレスと子どもの気質

子どもの気質の扱いにくさと母親のメンタルヘルスには関連があることは様々な先行研究がなされており、

今回の結果も母親の育児ストレスと子どもの気質「強い刺激を好む」及び「接触を好む」因子において弱い負

の相関が認められた。子どもをあやしても(刺激を与えても)笑うなどしなかったり、接触を好まない気質が見ら
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れる子どもを持つ母親がそうでない子どもを持つ母親より育児ストレスを感じやすいという今回の結果は、先

行研究をおおむね支持していることが示唆される。

3－2、母親の主観による抱っこの好き嫌い

母親の主観による抱っこの好き嫌いにおいて、子どもが抱っこを好むかという項目と育児ストレスの合計、子

どもの側面因子において弱い正の相関が、また親の側面因子において中程度の正の相関があり、子どもが

抱っこを好んでいないと感じる母親ほど、育児ストレスを感じていることが示唆され、育児ストレスが、子どもが

抱っこを好んでいないというネガティブな認知の促進要因として働いている可能性も考えることができた。ま

た母親の主観による抱っこの好き嫌いで、抱っこを嫌うかという項目と、子どもの気質「接触を好む」因子に中

程度の正の相関があり、子どもが抱っこを嫌がると母親が感じているほど子どもには接触を好む気質が見ら

れにくいといえた。

3－3、子育て補助器具の使用状況

子育て補助器具の使用状況について、屋内のみの場面において、おんぶされることの多い子どもの母親ほ

ど育児ストレスの子どもの側面因子の得点が高いことがわかった。母親が家事を行っている間、子どもが母親

との接触を求める(だっこやおんぶされることを求める、近くにいることを求める)ことが、母親にとってはスト

レッサーとなっていることが考えられる。

4、結論

今回の研究では、子育て補助器具使用の形式と母親の育児ストレスの関連については、母親が乳児を連

れて外出する際や屋内における家事での場面に、乳児の気質的特徴によって子育て補助器具使用状況や

移動手段に違いが見られるのではないか、またその使用状況によって母親の育児ストレスにも影響している

のではないかと仮説を立てた。その仮説を支持するとまでは言いにくいが、屋内における場面での子育て補

助器具使用状況や子どもの状況と子どもの気質には差が見られた。また母親の主観による子どもが抱っこを

好んでいるか否かという問いと、子どもの気質「接触を好む」因子には相関が見られ、接触を好む気質の見ら

れる子どもほど母親の主観からは抱っこを嫌がっていることに当てはまらないと感じていることや、母親の主

観による子どもが抱っこを好んでいるかという問いと、母親の育児ストレスの得点に関連が見られた。

しかし今回の質問紙では、場面ごとの子育て補助器具の使用状況は、母親が望んでいる使用状況である

のか、子どもが好んでいる使用状況であるのか、その場しのぎの状況であるのか、を判断することが難しく、

気質的特徴に有意な差が認められたとしても、子どもの気質のみが影響しているとは言い切れないと言えた。

そのため、より精度を向上させた質問紙を作成し、再度検討する必要性があると考えられる。子育て補助器

具の使用状況を問う設問の精度を高めるなど検討を深め、母親の育児ストレス軽減に役立てたい。
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